
(57)【要約】

　【課題】充電時間を短縮しつつ小型化およびコストの

抑制が可能な充電装置を提供する。

　【解決手段】充電開始から所定時間までは、大きくし

た充電電流で急速に充電することにより充電時間を短縮

できる。所定時間経過後は電流値を小さくした所定の充

電電流で充電することで、充電時間中全体に亘って充電

電流を大きくする場合と比較して、充電装置１全体の温

度が必要以上に上昇することを防止できるので、小型化

でき、全体のコストを抑制できる。

　【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 充 電 開 始 か ら 所 定 時 間 は 充 電 電 流 を 大 き く し 、 所 定 時 間 経 過 後 は こ の 充 電 電 流 よ り 電 流
値 を 小 さ く し た 所 定 の 充 電 電 流 で 充 電 す る
　 こ と を 特 徴 と し た 充 電 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 所 定 の 充 電 電 流 に よ る 充 電 と 、 充 電 開 始 か ら 所 定 時 間 前 記 所 定 の 充 電 電 流 よ り 大 き い 電
流 値 の 充 電 電 流 に よ る 充 電 と が 可 能 な 充 電 手 段 と 、
　 こ の 充 電 手 段 で の 前 記 所 定 の 充 電 電 流 に よ る 充 電 と 前 記 所 定 の 充 電 電 流 よ り 大 き い 電 流
値 の 充 電 電 流 に よ る 充 電 と を 選 択 可 能 と す る 選 択 手 段 と
　 を 具 備 し た こ と を 特 徴 と し た 充 電 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 所 定 の 充 電 電 流 に よ る 充 電 と 、 こ の 所 定 の 充 電 電 流 よ り 大 き い 電 流 値 の 充 電 電 流 に よ る
充 電 と が 可 能 な 充 電 手 段 と 、
　 選 択 操 作 後 の 所 定 時 間 、 前 記 充 電 手 段 で 前 記 所 定 の 充 電 電 流 よ り 大 き い 電 流 値 の 充 電 電
流 に て 充 電 さ せ る 選 択 手 段 と
　 を 具 備 し た こ と を 特 徴 と し た 充 電 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 充 電 手 段 は 、 充 電 開 始 か ら 所 定 の 充 電 量 に な る ま で の 間 に 、 所 定 回 数 の み 所 定 の 充 電 電
流 よ り 大 き い 電 流 値 の 充 電 電 流 に て 充 電 さ せ る 選 択 操 作 を 可 能 と す る
　 こ と を 特 徴 と し た 請 求 項 ３ 記 載 の 充 電 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 充 電 手 段 は 、 所 定 の 充 電 電 流 よ り 大 き い 電 流 値 の 充 電 電 流 に よ る 充 電 開 始 か ら 所 定 時 間
が 経 過 す る と 、 選 択 手 段 を 操 作 し て も 充 電 電 流 を 所 定 の 充 電 電 流 よ り 大 き い 電 流 値 の 充 電
電 流 に よ る 充 電 を し な い
　 こ と を 特 徴 と し た 請 求 項 ３ ま た は ４ 記 載 の 充 電 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ な い し ５ い ず れ か 一 記 載 の 充 電 装 置 に よ り 充 電 さ れ る 二 次 電 池 と 、
　 こ の 二 次 電 池 を 収 容 し た 掃 除 機 本 体 と
　 を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 電 気 掃 除 機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 例 え ば 二 次 電 池 な ど を 充 電 す る 充 電 装 置 お よ び こ れ を 備 え た 電 気 掃 除 機 に 関
す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 こ の 種 の 充 電 装 置 は 、 所 定 の 充 電 電 流 で 充 電 す る 充 電 回 路 と 、 所 定 の 電 流 よ り も
大 き い 充 電 電 流 で 充 電 す る 大 電 流 充 電 回 路 と を 備 え て い る 。 こ れ ら 充 電 回 路 と 大 電 流 充 電
回 路 と は 、 選 択 手 段 と し て の セ レ ク ト ス イ ッ チ に よ り そ れ ぞ れ 切 り 換 え 可 能 と な っ て い る
。 そ し て 、 通 常 の 充 電 時 に は 、 充 電 回 路 に て 充 電 し 、 急 速 に 充 電 す る 際 に は 、 セ レ ク ト ス
イ ッ チ に よ り 大 電 流 充 電 回 路 へ と 切 り 換 え て 充 電 す る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － １ ３ ６ ６ ７ ０ 号 公 報 （ 第 ４ 頁 、 図 １ － 図 ２ ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 上 述 の 充 電 装 置 で は 、 大 電 流 充 電 回 路 の 発 熱 な ど に 対 応 す る た め 全 体 と
し て 大 き く な る と と も に 、 コ ス ト ア ッ プ の 原 因 に も な る と い う 問 題 点 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 点 に 鑑 み な さ れ た も の で 、 充 電 時 間 を 短 縮 し つ つ 小 型 化 お よ び コ
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ス ト の 抑 制 が 可 能 な 充 電 装 置 お よ び こ れ を 備 え た 電 気 掃 除 機 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る
。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 充 電 開 始 か ら 所 定 時 間 は 充 電 電 流 を 大 き く し 、 所 定 時 間 経 過 後 は こ の 充 電 電
流 よ り 電 流 値 を 小 さ く し た 所 定 の 充 電 電 流 で 充 電 す る も の で あ る 。 そ し て 、 充 電 開 始 か ら
所 定 時 間 ま で は 、 大 き く し た 充 電 電 流 で 急 速 に 充 電 す る こ と に よ り 充 電 時 間 の 短 縮 が 可 能
に な る と と も に 、 所 定 時 間 経 過 後 は こ の 充 電 電 流 よ り 電 流 値 を 小 さ く し た 所 定 の 充 電 電 流
で 充 電 す る こ と で 、 全 体 の 温 度 の 必 要 以 上 の 上 昇 を 抑 制 し 、 小 型 化 お よ び コ ス ト の 抑 制 が
可 能 に な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 所 定 の 充 電 電 流 に よ る 充 電 と 、 充 電 開 始 か ら 所 定 時 間 所 定 の 充 電 電 流
よ り 大 き い 電 流 値 の 充 電 電 流 に よ る 充 電 と が 可 能 な 充 電 手 段 と 、 こ の 充 電 手 段 で の 所 定 の
充 電 電 流 に よ る 充 電 と 所 定 の 充 電 電 流 よ り 大 き い 電 流 値 の 充 電 電 流 に よ る 充 電 と を 選 択 可
能 と す る 選 択 手 段 と を 具 備 し た も の で あ る 。 そ し て 、 所 定 の 充 電 電 流 に よ る 充 電 と 、 所 定
の 充 電 電 流 よ り 大 き い 電 流 値 の 充 電 電 流 に よ る 充 電 開 始 か ら 所 定 時 間 の 充 電 と を 選 択 手 段
で 選 択 可 能 と す る こ と に よ り 、 所 定 の 充 電 電 流 よ り 大 き い 電 流 値 の 充 電 電 流 で の 充 電 時 に
は 充 電 時 間 の 短 縮 が 可 能 に な り 、 所 定 時 間 経 過 後 は 所 定 の 充 電 電 流 で 充 電 す る た め 、 全 体
の 温 度 の 必 要 以 上 の 上 昇 を 抑 制 し 、 小 型 化 お よ び コ ス ト の 抑 制 が 可 能 に な る と と も に 、 必
要 な 場 合 に の み 急 速 な 充 電 を 可 能 と す る こ と で 、 電 池 へ の ス ト レ ス を 抑 制 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 は 、 所 定 の 充 電 電 流 に よ る 充 電 と 、 こ の 所 定 の 充 電 電 流 よ り 大 き い 電 流
値 の 充 電 電 流 に よ る 充 電 と が 可 能 な 充 電 手 段 と 、 選 択 操 作 後 の 所 定 時 間 、 充 電 手 段 で 所 定
の 充 電 電 流 よ り 大 き い 電 流 値 の 充 電 電 流 に て 充 電 さ せ る 選 択 手 段 と を 具 備 し た も の で あ る
。 そ し て 、 選 択 手 段 の 選 択 操 作 後 、 所 定 の 充 電 電 流 よ り 大 き い 電 流 値 の 充 電 電 流 で 所 定 時
間 充 電 す る こ と に よ り 、 充 電 時 間 の 短 縮 が 可 能 に な り 、 選 択 手 段 の 選 択 操 作 前 お よ び 所 定
時 間 経 過 後 な ど は 所 定 の 充 電 電 流 で 充 電 す る た め 、 全 体 の 温 度 の 必 要 以 上 の 上 昇 を 抑 制 し
、 小 型 化 お よ び コ ス ト の 抑 制 が 可 能 に な る と と も に 、 必 要 な タ イ ミ ン グ で の み 急 速 な 充 電
を 可 能 と す る こ と で 、 電 池 へ の ス ト レ ス を 抑 制 し 、 か つ 使 い 勝 手 が 向 上 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 充 電 開 始 か ら 所 定 時 間 ま で は 、 大 き く し た 充 電 電 流 で 急 速 に 充 電 す る
こ と に よ り 充 電 時 間 を 短 縮 で き る と と も に 、 所 定 時 間 経 過 後 は こ の 充 電 電 流 よ り 電 流 値 を
小 さ く し た 所 定 の 充 電 電 流 で 充 電 す る こ と で 、 全 体 の 温 度 の 必 要 以 上 の 上 昇 を 抑 制 し 、 小
型 化 お よ び コ ス ト の 抑 制 を で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 所 定 の 充 電 電 流 に よ る 充 電 と 、 所 定 の 充 電 電 流 よ り 大 き い 電 流 値 の 充 電 電 流 に よ
る 充 電 開 始 か ら 所 定 時 間 の 充 電 と を 選 択 手 段 で 選 択 可 能 と す る こ と に よ り 、 所 定 の 充 電 電
流 よ り 大 き い 電 流 値 の 充 電 電 流 で の 充 電 時 に は 充 電 時 間 の 短 縮 が 可 能 に な り 、 所 定 時 間 経
過 後 は 所 定 の 充 電 電 流 で 充 電 す る た め 、 全 体 の 温 度 の 必 要 以 上 の 上 昇 を 抑 制 し 、 小 型 化 お
よ び コ ス ト の 抑 制 が で き る と と も に 、 必 要 な 場 合 に の み 急 速 な 充 電 を 可 能 と す る こ と で 、
電 池 へ の ス ト レ ス を 抑 制 で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 選 択 手 段 の 選 択 操 作 後 、 所 定 の 充 電 電 流 よ り 大 き い 電 流 値 の
充 電 電 流 で 所 定 時 間 充 電 す る こ と に よ り 、 充 電 時 間 の 短 縮 が 可 能 に な り 、 選 択 手 段 の 選 択
操 作 前 お よ び 所 定 時 間 経 過 後 な ど は 所 定 の 充 電 電 流 で 充 電 す る た め 、 全 体 の 温 度 の 必 要 以
上 の 上 昇 を 抑 制 し 、 小 型 化 お よ び コ ス ト の 抑 制 が で き る と と も に 、 必 要 な タ イ ミ ン グ で の
み 急 速 な 充 電 を 可 能 と す る こ と で 、 電 池 へ の ス ト レ ス を 抑 制 で き 、 か つ 使 い 勝 手 を 向 上 で
き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
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【 ０ ０ １ １ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 の 構 成 を 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ お よ び 図 ２ に 示 す よ う に 、 １ は 充 電 装 置 で 、 こ の 充 電 装 置 １ は 、 例 え ば 充 電 式 の 電
気 掃 除 機 ２ に 用 い ら れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ こ で 、 電 気 掃 除 機 ２ は 、 例 え ば 重 力 に よ り 塵 埃 を 分 離 す る い わ ゆ る サ イ ク ロ ン 方 式 の
キ ャ ニ ス タ 型 で あ り 、 被 掃 除 面 と し て の 床 面 を 走 行 可 能 な 掃 除 機 本 体 ３ を 備 え て い る 。 こ
の 掃 除 機 本 体 ３ 内 に は 、 電 動 送 風 機 ４ が 収 容 さ れ て い る 。 ま た 、 掃 除 機 本 体 ３ の 前 側 略 中
央 に は 、 電 動 送 風 機 ４ の 吸 込 側 に 連 通 し 外 部 か ら 空 気 を 吸 引 す る 本 体 吸 込 口 ５ が 開 口 さ れ
て い る 。 こ の 本 体 吸 込 口 ５ に は 、 湾 曲 可 能 な 細 長 略 円 筒 状 の ホ ー ス 体 ６ が 連 通 接 続 さ れ て
い る 。 こ の ホ ー ス 体 ６ の 先 端 に は 、 電 動 送 風 機 ４ の 動 作 モ ー ド な ど が 選 択 可 能 な 手 元 操 作
部 ７ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 そ し て 、 こ の 手 元 操 作 部 ７ に は 、 掃 除 機 本 体 １ 内 の 電 動 送 風 機 ２ な ど の 駆 動 状 態 を 所 定
の 状 態 に 設 定 す る 複 数 の 設 定 ボ タ ン ８ が 設 け ら れ て い る と と も に 、 掃 除 す る 際 に 作 業 者 が
把 持 す る 把 持 部 ９ が 基 端 側 に 突 設 さ れ て い る 。 ま た 、 こ の 手 元 操 作 部 ７ の 先 端 に は 、 伸 縮
可 能 な 細 長 略 円 筒 状 の 延 長 管 11が 着 脱 可 能 に 連 通 接 続 さ れ て い る 。 さ ら に 、 こ の 延 長 管 11
の 先 端 に は 、 例 え ば 室 内 の 床 面 の 絨 毯 な ど の 上 に 設 置 さ せ て 、 こ の 絨 毯 上 の 塵 埃 を 吸 い 込
む 床 ブ ラ シ 12が 着 脱 可 能 に 連 通 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 さ ら に 、 掃 除 機 本 体 ３ に は 、 充 電 装 置 １ に て 充 電 さ れ る 電 池 と し て の 二 次 電 池 15が 収 容
さ れ て い る 。 こ の 二 次 電 池 15は 、 電 動 送 風 機 ４ へ と 電 力 を 供 給 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 そ し て 、 充 電 装 置 １ は 、 定 電 流 源 21に 接 続 さ れ た 充 電 手 段 と し て の 制 御 回 路 22お よ び こ
の 制 御 回 路 22に 電 気 的 に 接 続 さ れ た 選 択 手 段 と し て の ス イ ッ チ で あ る セ レ ク ト ス イ ッ チ 23
を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 定 電 流 源 21は 、 一 定 電 流 の 所 定 電 流 を 発 生 さ せ る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 制 御 回 路 22は 、 二 次 電 池 15と 着 脱 自 在 に 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 二 次 電 池 15の 電 池 残 量 、 あ
る い は 温 度 な ど の 二 次 電 池 15の 状 態 を 検 知 し て い る 。 ま た 、 こ の 制 御 回 路 22は 、 例 え ば ト
ラ ン ジ ス タ 、 あ る い は サ イ リ ス タ な ど の 半 導 体 素 子 を 備 え て い る 。 そ し て 、 こ の 制 御 回 路
22は 、 半 導 体 素 子 を オ ン 、 オ フ 制 御 す る こ と で 定 電 流 源 21か ら の 電 流 を オ ン 、 オ フ お よ び
チ ョ ッ ピ ン グ に よ り パ ル ス 電 流 に し て 所 定 の 充 電 電 流 を 二 次 電 池 15に 供 給 す る 機 能 を 有 し
て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 制 御 回 路 22は 、 半 導 体 素 子 の オ ン オ フ 時 間 、 あ る い は オ ン オ フ の 周 波 数 な ど を 制
御 す る こ と で 、 二 次 電 池 15に 供 給 す る パ ル ス 電 流 に よ る 充 電 電 流 を 、 充 電 開 始 か ら 所 定 時
間 大 き く す る 機 能 を 有 し て い る 。 な お 、 充 電 電 流 を 大 き く す る 所 定 時 間 は 、 制 御 回 路 22な
ど の 温 度 が 所 定 の 温 度 以 上 と な ら な い 時 間 な ど に 設 定 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 セ レ ク ト ス イ ッ チ 23は 、 充 電 電 流 を 充 電 開 始 か ら 所 定 時 間 大 き く す る か ど う か を 選 択 可
能 に す る 、 す な わ ち 所 定 の 充 電 電 流 に よ る 充 電 と 、 所 定 の 充 電 電 流 よ り も 大 き い 電 流 値 の
充 電 電 流 に よ る 充 電 と を 選 択 可 能 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 次 に 、 上 記 第 １ の 実 施 の 形 態 に よ る 充 電 動 作 を 図 ３ お よ び 図 ４ を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま ず 、 制 御 回 路 22が 時 刻 t1で 二 次 電 池 15の 電 池 残 量 を 検 知 す る 。 こ の 電 池 残 量 が 所 定 値
以 下 、 す な わ ち 満 充 電 で な い と 判 断 す る と 、 セ レ ク ト ス イ ッ チ 23で 充 電 電 流 を 充 電 開 始 か
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ら 所 定 時 間 大 き く し な い 選 択 を し て い る 場 合 に は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 従 来 の 充 電 装 置 と
同 様 に 、 時 刻 t1か ら 満 充 電 と な る 時 刻 t2ま で 所 定 の 充 電 電 流 I1で 充 電 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 一 方 、 セ レ ク ト ス イ ッ チ 23で 充 電 電 流 を 充 電 開 始 か ら 所 定 時 間 大 き く す る 選 択 を し て い
る 場 合 に は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 所 定 の 充 電 電 流 I1よ り も 大 き い 電 流 値 の 充 電 電 流 I2で 時
刻 t1か ら 時 刻 t3ま で の 所 定 時 間 、 二 次 電 池 15を 急 速 に 充 電 し 、 時 刻 t3以 降 は 所 定 の 充 電 電
流 I1で 満 充 電 と な る 時 刻 t4ま で 二 次 電 池 15を 充 電 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 そ し て 、 二 次 電 池 15が 満 充 電 と な る と 、 充 電 装 置 １ は 二 次 電 池 15へ の 充 電 を 停 止 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 具 体 的 に は 、 所 定 の 充 電 電 流 I1を １ Ａ 、 こ の 所 定 の 充 電 電 流 I1よ り も 大 き い 電 流 値 の 充
電 電 流 I2を ３ Ａ と し 、 充 電 電 流 の 供 給 時 間 を １ ０ 分 、 二 次 電 池 15を 満 充 電 す る の に 必 要 な
時 間 を ３ 時 間 、 お よ び 、 二 次 電 池 15を 使 用 す る 電 気 掃 除 機 ２ な ど の 機 器 の 負 荷 電 流 を ３ Ａ
と す る と 、 通 常 の 充 電 で は 、 １ ０ 分 間 の 充 電 で １ Ａ × １ ０ 分 ／ ３ Ａ ≒ ３ ． ３ 分 の み 使 用 可
能 で あ る の に 対 し 、 急 速 充 電 を し た 際 に は 、 １ ０ 分 間 の 充 電 で ３ Ａ × １ ０ 分 ／ ３ Ａ ＝ １ ０
分 間 使 用 で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 上 述 し た よ う に 、 上 記 第 １ の 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 充 電 開 始 か ら 所 定 時 間 ま で は 、 所 定
の 充 電 電 流 I1よ り も 大 き い 電 流 値 の 充 電 電 流 I2で 急 速 に 充 電 す る こ と に よ り 充 電 時 間 を 短
縮 で き る と と も に 、 所 定 時 間 経 過 後 は こ の 充 電 電 流 I2よ り 電 流 値 を 小 さ く し た 所 定 の 充 電
電 流 I1で 充 電 す る こ と で 、 例 え ば 充 電 時 間 中 全 体 に 亘 っ て 充 電 電 流 を 大 き く す る 場 合 と 比
較 し て 、 充 電 装 置 １ 全 体 の 温 度 が 必 要 以 上 に 上 昇 す る こ と を 防 止 で き 、 制 御 回 路 22な ど の
熱 破 損 を 防 止 す る た め の 放 熱 の ス ペ ー ス な ど が 必 要 な く 、 か つ 制 御 回 路 22な ど の 耐 電 圧 お
よ び 耐 電 流 を 必 要 以 上 に 大 き く す る こ と も な い の で 、 小 型 化 で き 、 製 造 コ ス ト お よ び 部 品
コ ス ト な ど の 全 体 の コ ス ト を 抑 制 で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 特 に 、 電 気 掃 除 機 ２ の 二 次 電 池 15の 充 電 に 使 用 す る 場 合 に 、 例 え ば 掃 除 中 に 若 干 の 未 掃
除 領 域 を 残 し て 二 次 電 池 15の 電 池 残 量 が な く な っ て し ま っ た 際 な ど 、 二 次 電 池 15を 満 充 電
す る 必 要 は な く て も あ る 程 度 の 充 電 量 が 必 要 な 場 合 に は 、 充 電 電 流 I2に よ り 短 時 間 で 急 速
に 二 次 電 池 15を 所 定 の 充 電 量 ま で 補 助 的 に 充 電 し 、 残 っ た 未 掃 除 領 域 の み を 掃 除 す る 時 間
だ け 掃 除 を 継 続 可 能 と す る こ と も で き 、 使 い 勝 手 を 向 上 で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 定 電 流 源 21か ら 供 給 さ れ る 一 定 電 流 を 制 御 回 路 22で 制 御 す る こ と で 充 電 電 流 の 大
小 を 変 化 さ せ る た め 、 例 え ば 互 い に 異 な る 電 流 値 の 一 定 電 流 を 供 給 す る 複 数 の 定 電 流 源 を
設 け る 場 合 と 比 較 し て 、 充 電 装 置 １ を 、 よ り 小 型 化 で き 、 全 体 の コ ス ト を も 抑 制 で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 さ ら に 、 所 定 の 充 電 電 流 I1に よ る 充 電 と 、 所 定 の 充 電 電 流 I1よ り も 大 き い 電 流 値 の 充 電
電 流 I2に よ る 充 電 と を 選 択 可 能 と す る セ レ ク ト ス イ ッ チ 23を 設 け る こ と に よ り 、 必 要 な 場
合 に の み 充 電 開 始 か ら 急 速 な 充 電 を 可 能 と し 、 不 必 要 な 場 合 に は 所 定 の 充 電 電 流 I1を 供 給
す る こ と で 二 次 電 池 15へ の ス ト レ ス を 抑 制 で き 、 二 次 電 池 15の 短 寿 命 化 を も 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 次 に 、 第 ２ の 実 施 の 形 態 を 図 ５ を 参 照 し て 説 明 す る 。 な お 、 上 記 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同
様 の 構 成 お よ び 作 用 に つ い て は 、 同 一 符 号 を 付 し て そ の 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 本 実 施 の 形 態 で は 、 セ レ ク ト ス イ ッ チ 23が 、 こ の セ レ ク ト ス イ ッ チ 23の 選 択 操 作 後 か ら
所 定 時 間 、 制 御 回 路 22で 所 定 の 充 電 電 流 I1よ り も 大 き い 電 流 値 の 充 電 電 流 I2に て 充 電 さ せ
る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 そ し て 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 充 電 開 始 か ら 所 定 の 充 電 電 流 I1で 充 電 し 、 作 業 者 が 任 意 の
時 刻 t5に セ レ ク ト ス イ ッ チ 23を 操 作 す る と 、 こ の 時 刻 t5か ら 時 刻 t6ま で の 所 定 時 間 、 所 定
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の 充 電 電 流 I1よ り も 大 き い 電 流 値 の 充 電 電 流 I2で 急 速 に 二 次 電 池 15を 充 電 し て 、 時 刻 t6以
降 は 、 満 充 電 に な る 時 刻 t7ま で 所 定 の 充 電 電 流 I1で 充 電 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ の よ う に 、 上 記 第 ２ の 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 セ レ ク ト ス イ ッ チ 23の 選 択 操 作 後 、 制 御
回 路 22に よ り 所 定 の 充 電 電 流 I1よ り 大 き い 電 流 値 の 充 電 電 流 I2で 所 定 時 間 充 電 す る こ と に
よ り 、 充 電 時 間 を 短 縮 で き 、 セ レ ク ト ス イ ッ チ 23の 選 択 操 作 前 お よ び 所 定 時 間 経 過 後 な ど
は こ の 充 電 電 流 I2よ り 電 流 値 を 小 さ く し た 所 定 の 充 電 電 流 I1で 充 電 す る た め 、 全 体 の 温 度
の 必 要 以 上 の 上 昇 を 抑 制 し 、 上 記 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 の 作 用 効 果 を 奏 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 充 電 電 流 を 制 御 回 路 22に よ り 所 定 時 間 、 所 定 の 充 電 電 流 I1よ り も 大 き く す る タ イ
ミ ン グ を セ レ ク ト ス イ ッ チ 23に よ り 任 意 に 選 択 で き る た め 、 必 要 な タ イ ミ ン グ で の み 急 速
充 電 を 可 能 に し 、 使 い 勝 手 を 向 上 で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 な お 、 上 記 各 実 施 の 形 態 に お い て 、 制 御 回 路 22に カ ウ ン タ な ど を 設 け 、 充 電 開 始 か ら 所
定 の 充 電 量 に な る ま で の 間 に 充 電 電 流 を 大 き く し た 回 数 を 検 知 し 、 所 定 の 回 数 の み 所 定 の
充 電 電 流 I1よ り も 大 き い 電 流 値 の 充 電 電 流 I2に よ る 充 電 を す る 構 成 と す る こ と も 可 能 で あ
る 。 こ の 場 合 に は 、 所 定 の 充 電 電 流 I1よ り も 大 き い 電 流 値 の 充 電 電 流 I2で の 充 電 の 回 数 が
必 要 以 上 に 多 く な る こ と で 二 次 電 池 15に 必 要 以 上 の ス ト レ ス が 加 わ る こ と を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 制 御 回 路 22は 、 所 定 時 間 充 電 電 流 を 大 き く し て 充 電 し た 後 に セ レ ク ト ス イ ッ チ 23
を 操 作 し て も 、 所 定 の 充 電 電 流 I1よ り 大 き い 電 流 値 の 充 電 電 流 I2に よ る 充 電 を し な い 構 成
と す る こ と も 可 能 で あ る 。 こ の 場 合 に は 、 所 定 の 充 電 電 流 I1よ り も 大 き い 電 流 値 の 充 電 電
流 I2に よ る 充 電 を 繰 り 返 す こ と で 二 次 電 池 15に 必 要 以 上 の ス ト レ ス が 加 わ る こ と を 防 止 で
き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 さ ら に 、 セ レ ク ト ス イ ッ チ 23を 設 け ず 、 制 御 回 路 22が 所 定 の タ イ ミ ン グ で 急 速 充 電 を 開
始 す る 構 成 も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 そ し て 、 充 電 装 置 １ は 、 電 気 掃 除 機 ２ な ど の 機 器 の 内 部 に 組 み 込 む 構 成 な ど も 可 能 で あ
り 、 電 気 掃 除 機 ２ 以 外 の 機 器 に 使 用 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た 、 充 電 装 置 １ は 、 充 電 電 流 を 所 定 時 間 の み 大 き く で き れ ば 、 上 記 各 実 施 の 形 態 の 構
成 以 外 の 様 々 な 構 成 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 さ ら に 、 二 次 電 池 15と し て は 、 鉛 電 池 、 ニ ッ カ ド 電 池 、 リ チ ウ ム 電 池 な ど 、 様 々 な も の
を 使 用 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 そ し て 、 電 気 掃 除 機 ２ は 、 キ ャ ニ ス タ 型 に 限 ら ず 、 床 ブ ラ シ 12が 掃 除 機 本 体 ３ の 下 面 に
直 接 形 成 さ れ た ア ッ プ ラ イ ト 型 、 そ の 他 、 掃 除 機 本 体 ３ と 床 ブ ラ シ 12が 一 体 化 さ れ た 自 走
式 の 電 気 掃 除 機 あ る い は ハ ン デ ィ 型 、 あ る い は 紙 パ ッ ク 式 の 集 塵 機 能 を 有 す る 電 気 掃 除 機
な ど で あ っ て も 対 応 さ せ て 用 い る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 の 充 電 装 置 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 同 上 充 電 装 置 を 備 え た 電 気 掃 除 機 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 同 上 充 電 装 置 に よ る 通 常 の 充 電 状 態 で の 動 作 を 示 す 波 形 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 同 上 充 電 装 置 に よ る 急 速 充 電 状 態 で の 動 作 を 示 す 波 形 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 の 充 電 装 置 に よ る 急 速 充 電 状 態 で の 動 作 を 示 す 波 形 図
で あ る 。
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【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 １ 　 　 充 電 装 置
　 ２ 　 　 電 気 掃 除 機
　 ３ 　 　 掃 除 機 本 体
　 15　 　 二 次 電 池
　 22　 　 充 電 手 段 と し て の 制 御 回 路
　 23　 　 選 択 手 段 と し て の セ レ ク ト ス イ ッ チ

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

(7) JP 2005-137155 A 2005.5.26



【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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